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第８４２回 教育委員会定例会 

 

招集年月日 平成３０年３月２７日（金）１０時００分～ 

 

招 集 場 所 市役所第１会議室 

 

議 事 日 程 

  第１ 会議録の承認 

 

  第２ 教育長報告 

 

  第３ 議題 

     議第 ４号 益田市立小・中学校の教職員の服務規則の一部改正について

【継続議題】 

     議第 ５号 益田市社会教育委員の委嘱について 

     議第 ６号 益田市立図書館協議会委員の任命について 

     議第 ７号 益田市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

     議第 ８号 益田市教育委員会事務部局の職員の職名に関する規則の一部

改正について 

     議第 ９号 益田市立小学校及び中学校校区に関する規則及び益田市屋外

照明施設の使用に関する規則の一部改正について 

     議第１０号 益田市立学校給食共同調理場設置及び管理に関する条例施行

規則の一部改正について 

     議第１１号 益田市指定文化財の指定解除について 

     報第 ６号 益田市附属機関設置条例の一部改正について 

     報第 ７号 益田市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について 

     報第 ８号 益田市立小中学校事務支援グループ設置要綱の一部改正につ

いて 

     報第 ９号 益田市立美都運動場設置及び管理に関する条例の廃止につい

て 

     報第１０号 益田市立美都運動場管理規則の廃止について 

     報第１１号 益田市立馬事公苑設置及び管理に関する条例の廃止について 

     報第１２号 平成３０年度教育行政の取組方針について 

     報第１３号 クラスジャパンプロジェクトに係る協定書の調印について 

     報第１４号 中世の石見に関する県・市共同研究の継続及び県研究職員の

駐在について 

     報第１５号 益田市立鎌手中学校の統合同意について 

     報第１６号 第５２９回益田市議会定例会一般質問について 
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     報第１７号 平成２９年度３月益田市一般会計補正予算について 

     報第１８号 平成３０年度益田市一般会計予算について 

     報第１９号 益田市指定文化財の名称等変更について 

 

  第４ その他 

   (1) 協議 

    ・平成３０年度（平成２９年度事業分）益田市教育委員会点検・評価に係る

自己評価について 

    ・平成３１年度（平成３０年度事業分）益田市教育委員会点検・評価項目等

の設定について 

   (2) 情報提供 

    ・平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

    ・平成２９年度未来を担うひとづくりに係る取組の実績について 

    ・平成３０年４月学校給食献立について 

    ・平成３０年４月１日付人事異動について 

   (3) その他 
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出 席 者 

 

  教育委員会   教 育 長   柳 井 秀 雄 

          教 育 委 員   舟 橋 道 恵 

          教 育 委 員   渡 辺   隆 

          教 育 委 員   中 野   純 

          教 育 委 員   村 上 三恵子 

 

  事務局職員   教 育 部 長   藤 井 寿 朗 

          ひとづくり推進監   大 畑 伸 幸 

          教 育 総 務 課 長   山 本 裕 士 

          学 校 教 育 課 長   武 内   白 

          学校教育課参事   城 市 博 明 

          文 化 財 課 長   木 原   光 

          文 化 財 課 主 幹   山 本 浩 之 

          文化財課主任主事   佐 伯 昌 俊 

          美 都 分 室 主 幹   塩 満   保 

          教育総務課長補佐   斎 藤 一 臣 

          教育総務課主事   岩 本 純 平 
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柳井教育長  それでは、時間になりましたので、ただいまから第８４２回定例教育

委員会を始めさせていただきます。それでは、おはようございます。 

      私は、４月１日に辞令をもらいまして、この３月、先日再任を議会のほ

うで承認いただきまして、また務めさせていただくことになりました。

よろしくお願いします。 

       この１年、初めてのことばかりで、いろいろと慣れないこととか分か

らないことがありながら、職員の助けによって何とかやってこられまし

た。また、教育委員の皆様にもお力を大変お借りしまして、いろいろご

助言いただきまして大変ありがとうございました。 

       それでは、年度でいいますと今年度最後の定例教育委員会となります。

今日はたくさん議案が上がっておりますが、報告につきましては、議会

で承認を受けたものばかりになるかと思いますが、時間も限られており

ますので、進行のほう、ご協力いただければというふうに思っておりま

す。 

       また、委員の皆様方には、特にこの時期、卒業式、そして閉校式と、

大変お忙しい中、お出かけいただきまして、大変ありがとうございます。

また、４月には入学式もありますので、よろしくお願いいたします。 

       それでは、早速議事のほうに入らせていただきます。 

 

第１ 会議録の承認 

柳井教育長  まず、会議録の承認につきまして、先ほどいただきました１か所ほど

間違いがあるということを聞いておりますので、また後ほど、担当のほ

うに手直しのほうをお願いします。 

 

第２ 教育長報告 

柳井教育長  それでは、続いて２番目になりますが、教育長報告ということで、お

手元の３ページをご覧いただきたいと思います。 

       何といってもこの時期、大きなものは市議会の定例会がありました。

また後で報告があるかと思いますが、教育委員会について５人の方から

代表質問も含めてご質問等ありました。それについては、また後で報告

させていただきます。 

       あと、３日にひとづくりフォーラムということで、全国各地から中高

生・大学生をはじめ高齢者まで多くの方が来られて、実践の発表とか、

また対話、そして大学の教授から講話をいただくというようなことがあ

りました。 

       あと、７日のクラスジャパンの協定調印式、非常に短い中での調印と

いうことで、十分なことがお伝えできませんでした。これにつきまして
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は、大変申し訳なく思っております。また、この後、議会で報告したこ

とについてのお話があろうかと思います。 

       あと西南中学校が閉校となって、４人の卒業生、そして２年生１人の

子が中西中へ行くということで、中西中と統合ということになって４月

を迎えます。 

       あとスクモ塚古墳の現地説明会、この土曜日でしたが、委員の皆様方

にもお出かけいただいた方もいらっしゃいますが、初めてスクモ塚古墳

の発掘調査に入って、円筒埴輪ですね、姿を現したというとこもありま

した。 

       昨日、東京学芸大学の森本教授に、来年度も東芝とのタブレットを使

った実践研究を続けてやっていただくということで、ＩＣＴの指導の専

門員として辞令をお渡ししたところです。 

       これについて何かもう少しお聞きしたいことがありましたらお願いし

ます。よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

第３ 議題 

○議第４号 益田市立小・中学校の教職員の服務規則の一部改正について【継続議

題】 

柳井教育長  議第４号、益田市立小・中学校の教職員の服務規則の一部改正につい

て、継続議題となっておりますが、よろしくお願いします。 

武内課長   この議題につきましては、遅れまして申し訳ありませんでした。 

      前回の定例教育委員会のところで、服務規則の様式のところに合わせて、

ほかの規則に対しての部分もあるというふうな説明をいたしましたけど

も、精査しました結果、その改正については済んでいて、県の教育委員

会との連携がうまくいっていなかったということで訂正をさせてもらい

たいと思います。申し訳ありませんでした。 

  この益田市立小・中学校教職員の服務規則の一部を改正する規則の６

ページのほうですが、様式第５号の次に様式第５号の２を加えるという

ところはご承知いただいているところと思います。それで、その内容に

つきましてご指摘をいただいているところですけども、７ページ及び８

ページに様式５号と様式５号の２を付けております。一番下の（注）の

２のところで、具体的に記入をするということが問題があるのではない

かというご指摘をいただいたところですが、これにつきまして、他管か

ら来られる方もおられるので、様式がうちだけ違うのはどうかというこ

とで県とも相談をしましたけども、結局余り影響がないであろうという

ことで、様式のとおり括弧欄を設けることで、益田市教育委員会のほう

は対応したいと思います。 
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柳井教育長  ただいま事務局から説明がありましたが、この件についていかがでし

ょうか。 

舟橋委員   ありがとうございます。早速に対応していただいて、とても分かりや

すく、誰が見ても納得のいく文章になっていると思います。 

柳井教育長  よろしいでしょうか。これについてご承認いただける方は挙手をお願

いします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○議第５号 益田市社会教育委員の委嘱について 

柳井教育長  それでは続きまして、議第５号、益田市社会教育委員の委嘱について、

事務局よりお願いします。 

大畑推進監  まず、おわび申し上げます。実は条例で１５名という定員がありまし

て、１５名の人数でやるということになっており、昨日まで担当が頑張

ったんですが、なかなかご同意いただけず、本日、議案として提出する

予定でしたが、一応１４名のご同意された方だけのご紹介をさせていた

だいて、また再度教育委員会でと思っております。 

        今回は、地区振興センターが廃止になった後に、さらに公民館が残っ

ているということで、機能強化のために益田の公民館のあり方について、

２年間かけて任期の間に方向性を考えていただける方を選定していると

ころです。主により専門性の高い、過去の経験がある方たちということ

で、元国社研におられた木村校長であったり、浜田のセンターにおられ

た田原連合自治会長であったり、安野公民館長であったり、主事のほう

も社教主事の資格を取っている方というふうに、かなり専門的な見地か

らも考えていただける方を入れております。 

       今日、間に合わせないといけないことでしたが、１名ほど決まりませ

んでしたので、次回出させていただきます。大変申し訳ございませんで

した。 

        １番から６番までは、今まで非常に主体的に活動されていた方、それ

から昨年１年間かけて公民館を実際に回ってヒアリングをした方たちで

すので、しっかり公民館についても理解が深まった方だということで再

任をさせていただいております。 

       形としては、諮問答申の形をとるか建議にするのかというところを、

またご相談させていただこうと思っております。 

柳井教育長  それでは、この件については次回にということでよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○議第６号 益田市立図書館協議会委員の任命について 

柳井教育長  それでは続きまして、議第６号、益田市立図書館協議会委員の任命に 
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ついて、事務局よりお願いします。 

大畑推進監  図書館協議会委員の任期が来ました。このたび新たに入った方は、ＰＴ

Ａ連合会の浅井会長ということになっています。あとの方は、継続して

やっていただくということですが、主に図書館のあり方、今年度、来年

度にかけまして子どもの読書の推進計画の見直しを行っております。そ

のところについて、最終的には教育委員会にて決定していただくという

形になろうと思いますので、また経過のほうをご報告させていただこう

と思っております。 

大畑推進監  それから申し訳ありませんが、資料の訂正をさせていただきます。安 

部先生のところと、大橋先生と豊田さん、それから城市さん、この方

たちは継続でございます。新は浅井さんだけです。訂正をお願いいた

します。 

柳井教育長  平成２９年４月１日からになっている方は継続ということで、確認し 

ます。今の４人の方は、新は消していただければと思います。 

それでは、これにつきましてご承認いただけます方は、挙手をお願

いいたします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○議第７号 益田市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

柳井教育長  それでは続きまして、議第７号、益田市教育委員会事務局組織規則の

一部改正について、事務局よりお願いします。 

山本課長   今回、機構改革があったということで、これまで「教育改革推進室」、

学校教育課にありましたけれども、ここの名称が「学力育成推進室」に

変わったということで改めるものでございます。 

柳井教育長  これにつきまして、よろしいでしょうか。ご承認いただけます方は挙

手をお願いいたします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○議第８号 益田市教育委員会事務部局の職員の職名に関する規則の一部改正につい

て 

柳井教育長  それでは続きまして、議第８号、益田市教育委員会事務局の職員の職

名に関する規則の一部改正について、事務局よりお願いします。 

山本課長   これも機構改革によるものでございまして、職名の一部を改正すると

いうものでございます。 

       １８ページのところを見ていただきますと、その具体的な名称の変更

等が書いてあります。 

柳井教育長  事務局より説明がありましたが、よろしいでしょうか。ご承認いただ

けます方、挙手をお願いします。 
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教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○報第６号 益田市附属機関設置条例の一部改正について 

柳井教育長  それでは続きまして、順番を変更して報告に移らせていただきます。 

       報第６号、益田市附属機関設置条例の一部改正について、お願いいた

します。 

大畑推進監  このたび議会にて承認されました附属機関設置条例についてご説明申

し上げます。 

       もう既に準備会を立ち上げておりまして、委員さんのお名前につきま

しては別紙、５名の方の名簿がありますが、その方たちに正式に４月１

日をもって附属機関設置条例におきます益田市スポーツ施設あり方検討

委員として、スポーツのあり方等についての審議をしていただくという

ことになります。 

       あわせて、この方たちに平成３１年度から始まります益田運動公園の

指定管理の選定委員も兼ねていただくということになっておりますので、

まずはスポーツ施設のあり方を検討していただき、その方針にのっとっ

て運動公園の指定管理の仕様等の変更も併せて行いたいと思っておりま

す。 

柳井教育長  事務局のほうからスポーツ施設のあり方検討委員会委員の名前が出ま

したが、これにつきましてご質問、ご意見があればお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第７号 益田市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について 

柳井教育長  報第７号、益田市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について、

お願いをいたします。 

山本課長   これは西南中学校の統合による一部改正ということでございまして、

４６ページの表ですが、左側のところがこれまでのもので、表の中に西

南中学校という名称が入っておりますけれども、これを削除したという

ものでございます。 

柳井教育長  それでは、今事務局より報告がありましたが、よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第８号 益田市立小中学校事務支援グループ設置要綱の一部改正について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第８号、益田市立小中学校事務支援グループ

設置要綱の一部改正について、事務局よりお願いします。 

山本課長   これも、先ほどの報第７号と同じですが、西南中学校の統合による一

部改正ということで、名称のほうを除いているというものでございます。 
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柳井教育長  この件についてよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○議第９号 益田市立小学校及び中学校校区に関する規則及び益田市屋外照明施設の

使用に関する規則の一部改正について 

柳井教育長  それでは続きまして、議第９号、益田市立小学校及び中学校校区に関

する規則及び益田市屋外照明施設の使用に関する規則の一部改正につい

て、事務局よりお願いいたします。 

山本課長   これにつきましても西南中学校が中西中学校へ統合することに伴う一

部改正ということの変更でございます。 

柳井教育長  この議題についてご承認いただけます方は、挙手をお願いいたします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○議第１０号 益田市立学校給食共同調理場設置及び管理に関する条例施行規則の一

部改正について 

柳井教育長  続きまして、議第１０号、益田市立学校給食共同調理場設置及び管理

に関する条例施行規則の一部改正について、事務局よりお願いいたしま

す。 

山本課長   これにつきましては、先ほど言いましたように西南中学校の中西中へ

の統合、それから給食会の事務を委託するということになりました。こ

れによる一部改正というものでございます。 

柳井教育長  これについてご承認いただけます方は、挙手をお願いします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○報第９号 益田市立美都運動場設置及び管理に関する条例の廃止について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第９号、益田市立美都運動場設置及び管理に

関する条例の廃止について、お願いします。 

大畑推進監  美都運動場が３月３１日をもって廃止となりますが、関連する条例を

廃止する条例ということでございます。 

柳井教育長  事務局より報告がありました。よろしいですか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１０号 益田市立美都運動場管理規則の廃止について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１０号、益田市立美都運動場管理規則の廃

止について、事務局よりお願いします。 

大畑推進監  運動場の廃止に伴い、管理規則も併せて廃止ということでご報告させ

ていただきます。 

柳井教育長  それでは、この件についてよろしいでしょうか。 



 10 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１１号 益田市立馬事公苑設置及び管理に関する条例の廃止について 

柳井教育長  続いて、報第１１号、益田市立馬事公苑設置及び管理に関する条例の

廃止について、事務局よりお願いします。 

大畑推進監  馬事公苑も同じく廃止に伴う条例の廃止でございますが、経過を言い

ますと、正光会、松ヶ丘病院さんの法人のほうでは、A 型就労施設とグ

ループホーム、両方採択されましたので、契約をし、工事に入りたいと

いうところで、今手続を進めているところです。 

       利用しておりました特別支援学級の全ての学校の校長並びに担当者の

ほうには、１１月オープンであるということ、それからどんな希望があ

るかということのヒアリングも併せて行っております。４月に入りまし

て、新しい担任との打ち合わせ等も日程等決まりましたので、順調に速

やかに移行しているというところまで併せてご報告させていただきます。 

柳井教育長  それでは、ただいまの報告についてよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○議第１１号 益田市指定文化財の指定解除について 

柳井教育長  それでは続きまして、議第１１号、益田市指定文化財の指定解除につ

いて、説明をお願いします。 

山本主幹   文化財課の山本から説明をさせていただきます。 

       本件につきましては、益田市文化財保護条例第５条第１項の指定解除

という規定によりまして、別紙の益田市指定有形文化財（美術工芸品）

の指定を解除したいというところで議決を求めるものでございます。 

       ２９ページをご覧ください。指定解除までのスケジュール（案）とい

うところで整理をさせていただいております。 

       文化財名、木造薬師如来座像でございます。この文化財そのものの概

要につきましては、前回説明させていただきましたので、今日は割愛さ

せていただきます。 

       ４のスケジュールでございます。大変残念ではございましたが、平成

３０年１月９日付けをもって、所有者より正式に指定解除の届出が出さ

れることになりました。それを受けまして、１月３０日、定例教育委員

会におきまして、文化財保護審議会で指定解除について諮って、折り合

うかどうかという議決をいただいたところでございます。 

       そして、３月２２日、第３回文化財保護審議会におきまして、指定解

除やむなしという議決をいただくことになりました。それを受けて、本

日、定例教育委員会におきまして、この審議会での審議結果を受け、指

定解除について諮るということになっております。 
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  それから、今後の予定でございますが、もし本日議決をいただきま

したら、同日付けで教育委員会告示、そしてその後には指定解除につ

いて、県文化財課及び文化庁へ正式に報告、併せまして所有者へ指定

解除の通知という形をとらせていただきたいと思っております。以上、

ご審議をお願いいたします。 

柳井教育長  今事務局文化財課のほうから説明がありましたが、これにつきまして

ご意見、ご質問がありますか。 

渡辺委員   こういう事態になったという経過については、いろいろと話は聞きま

したが、益田市として、この指定解除に至らない、あるいは益田市にこ

れを残すことができたという、そういった一つの方法、対応等があった

と思いますが、そこをお聞かせいただきたいと思います。 

山本主幹   所有者との交渉におきましては、実は益田市の指定施設のみならず、

益田市内の寺院、そういった所にも協力をいただきまして、もし地域の

ご理解が得られれば、預かってもいいという承諾をいただいております。 

       さらに、島根県とも相談をいたしまして、最悪県の施設にということ

も一案と検討して、それも了解をいただいていたのですが、それでもな

お所有者は、自分の親戚である福岡市の寺院に出すというふうな固い意

思を表明されましたので、泣く泣くといいますか、仕方なく受けざるを

得なかったという経過がございました。大変力足らずで申し訳ございま

せんでした。 

渡辺委員   分かりました。 

柳井教育長  そのほか、よろしいでしょうか。 

舟橋委員   今の件について私も同感ですが、とても丁寧に、そういう対応をされ

たことが分かって、大変うれしく思いました。 

柳井教育長  それでは、今の件ですが、指定解除についてご承認いただけます方は、

挙手をお願いいたします。 

教育委員   ＝全員承認＝ 

 

○報第１２号 平成３０年度教育行政の取組方針について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１２号、平成３０年度教育行政の取組方針

について、事務局よりお願いいたします。 

山本課長   既に皆様方のほうにお送りさせていただいておりますけれども、平成

３０年度の教育行政の取組方針ということで、先月の定例教育委員会に

おきましてご説明をさせていただきました。その後、委員の方からのご

指摘もございまして、ご指摘のあった箇所につきましては、修正等が必

要であるということで判断された箇所につきましては、修正を行って、

確定版とさせていただきました。 

       ３月の市議会定例会の冒頭、教育長からこの平成３０年度の教育行政



 12 

の取組方針の表明をいただいたというところでございます。 

       今後、１年を通じて、これが益田市の教育行政の平成３０年度の取組

方針ということでございますので、教育行政を進める上での一つの参考

ということで持っていただいきたいというふうに思っております。 

柳井教育長  このことについて何かご質問等ありましたらお願いします。 

渡辺委員   今後の公民館のあり方について調査研究、提言、策定を行われるとい

う方針で、とてもうれしく思っております。 

       今日、地域課題というのは多岐にわたってありまして、今後の地域づ

くりは住民のやる気と知恵が必要であろうと、それでそれを進める社会

教育主事は、地域課題を把握し、それを解決するための学習の計画とか、

住民の目線を学ぶとか、そうしたことが大事であろうというふうに思っ

ております。 

       そうしたことで、足元を見つめて地域に住んで良かったとか、そうい

うことが感じられる、喜びの感じられる地域づくりの一歩は公民館を中

心として、そうした公民館学習で特徴のあるそれぞれの公民館が競争し

ながら切磋琢磨することを、私は切に望みたいというふうに思います。 

山本課長   公民館の活動をしっかりされているということは非常に重要なことで

ございまして、これまでも渡辺委員さんからは定例会の都度、そういっ

たところのご意見をいただいております。 

       今回の平成３０年度の教育行政の取組方針の中にも、これまで重点施

策ということで６項目上げておりましたけれども、最後の７項目のとこ

ろに新たに公民館活動の充実という大きい項目を設けております。今渡

辺委員さんがおっしゃったように、公民館が地域づくりの核ということ

で、多くの人がここに集って、いろんな考えや意見を出す、そういった

ことの指導的な立場にある公民館職員のスキルアップをしっかりと応援

していきたいということで、この項目を上げております。 

大畑推進監  今日も職員が出向いて、来年の計画を作っていますが、来年度４月

早々から事務方と一緒になって、更にきめ細かく協同してやろうという

ことで合意しております。 

       実は主事等に対して１７回研修を行いましたが、回数が多過ぎたので

少し精選して、来年度は１０回を予定しております。 

    あわせて、浜田のセンターで社会教育主事の資格を１名取得しました。

途中経過の者が４名おりまして、次第に主事さんたちも資格取得に向け

て勉強したいという方が増えてきているというのが現状ですので、それ

を続けていきたいと思っております。 

舟橋委員   非常に充実した取組方針であるというふうに感じております。 

       今後、実現していかなくてはいけないというところでいろいろと計画

なされていると思うんですけれども、そういう中で、お互いを信頼し合



 13 

いながら、地域とまた教育委員会のことも、それから公民館関係、学校

関係も、それぞれがばらばらになって活動するのではなくて、手を組ん

でということであれば、そういう関係づくりの時間というのが必要にな

るかなというふうに思っています。そういう辺りも実践に向けて協力体

制をしっかりととっていただくということで、更にこの益田市が良くな

るように努力を重ねていっていただければいいなというふうに思ってお

ります。 

柳井教育長  ありがとうございます。それでは、よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１３号 クラスジャパンプロジェクトに係る協定書の調印について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１３号、クラスジャパンプロジェクトに係

る協定書の調印について、事務局よりお願いします。 

城市参事   先般３月７日、急なことではございましたが、クラスジャパン教育機

構との協定書の締結というものを行いました。 

       その後、具体的にどういう取組を行っていくのか、改めてご説明をし

て報告をしておきたいと思いますが、実は具体的なことはこれからとい

うところが正直なところです。明日も早速クラスジャパンの方と協議を

していこうと思っています。 

       趣旨としては、この１枚物の資料にありますように、子ども・若者支

援センターに拠点を置くということ、それから各学校の不登校児童・生

徒について、教育委員会が主導しながら連携して計画を立ててサービス

を進めていくということです。 

       具体的なサービスの内容としては、そこに上げておりますが、ＩＣＴ

を利用・活用したアウトリーチ、あるいはネットによる生活進路指導、

それから学習動機につながるきっかけをつくった学力保証、さらにはキ

ャリア教育の取組などがございます。まだ具体的なところははっきりし

ておりませんけども、下にスケジュールとして今後の予定を上げておき

ました。 

       実際に稼働ができるのは、恐らく７月ぐらいになるだろうと思います。

といいますのも、年度が変わったところで不登校の子どもたちというの

は、親御さんも含めて、何がしかの期待を持って新しい年度を迎えてお

られます。実際それまで不登校であったからといって、４月からも不登

校であるとは限りません。そのときに、こういうものがありますという

ふうにお伝えするのもなかなか難しい話ですので、少し時間を置いて学

校とも協議しながら、様子を見ながら、子どもたちに紹介していくとい

うことが必要だと思います。具体的には７月ぐらいから指導すべきとい

うところで考えております。 
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       なお、既に検討委員会を持ちまして検討会議の中で状況を把握、ある

いはどんなふうに工夫が必要かといったところも検討しながら進めてい

きたいと考えております。 

       協定の調印に関しては、社会教育課のほうが中心になって行いました

けれども、実際に不登校の子どもたちのことですので、今後は学校教育

課のほうが指導をしていきたいというふうに考えております。 

柳井教育長  このことについて何かご質問等ありましたらお願いします。 

渡辺委員   子どもの学校が好きだ、楽しいという思いは、今までも何度もいろん

な人から聞いておりますけれども、先生が大好き、友達もいい友達が多

い、あるいは得意な分野の学習、特徴的なものを持っている、そうした

ものがあると学校が好きになるということを聞いております。 

       こうして不登校になる子どもさんというのは、今まで私は余り理解が

なくて、いじめによって不登校が起きているというふうなことしか思っ

ていませんでした。しかし、いじめによって不登校になっている子ども

というのは２、３割しかいないそうですね。あとの残りの子どもの思い

というのは、先生とうまくいってないとか、あるいはそうした勉強をす

る所になじめないとか、そういう理由があるのではないかというような

ことを聞いています。私たちがこうして不登校の子どもたちをいろんな

方面から支援をしていこうとしてきてはおりますけれども、やはり第一

の現場である学校が、忙しいとは思いますが、子どもたちを精神的にい

かに支えてやるかということが大きな課題じゃないかと感じています。 

       先生は大変忙しい、大変な仕事だというふうには思っておりますけれ

ども、一体となってフォローし合うというような、そういう空気を持っ

てほしいと思います。 

城市参事   その辺りの学校管理は、不登校の子どもはもちろんですけども、集団

づくりとか子どもたちの健全育成でいくとすれば、かなり力を入れてき

ているというふうに捉えています。 

       ご指摘のあったところ、まだ足らないところがあってはなりませんの

で、引き続き学校のほうにはしっかりと伝えて支援をしていきたいと考

えています。 

舟橋委員   不登校の子どもたち、小・中学生が対象でございますけれども、教師

でなくてということで支援センターに来られた方のお考えは、学校とい

う学のつく所に行きたくないのに、学校ではそのような所を勧められた

という方もおられました。そういう方というのはなかなか自分を出し開

けない子どもたちで、支援センターも学校につなげたいという思いで、

保護者の了解を得ながら進めるんですけども、まだ先生にも会いたくな

い、子ども自身も先生たちに会いたくないと言うんです。 

      本当に願っているのは、学校の先生だけが家庭へ行くという形でな
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くて、支援センターの人たちもできればそういう形でつなげていくとか、

学校とは関わりない場所もあるからというような紹介の仕方とか、家庭

にはどこへ行きたいかというのを選ぶ権利があると思うんです。だから、

親にはこんな所が益田市にはあるということをこのクラスジャパンも含

めて伝えてほしいと思います。このクラスジャパンも含めて。だから、

子どもが通う支援センターも含めて、適応指導教室だけじゃなくて、い

ろいろな所に行ってみてくださいという支援の仕方が必要だと思います

が、そこら辺りいかがでしょうか。 

城市参事   そのようにしておりますし、これからもしっかりそうしていきたいと

思います。 

舟橋委員   実は私が保護者さんから聞いているのは、ケース会議をして、行って

みたらという話をされて、支援センターというのは１回も聞いたことが

なかったですという方もおられます。全てじゃなくて、そういう方もい

る事実があるんです。だから、どこの学校でもこういう場所があること

をきちんと伝えて、選べる親の権利というものを守ってあげてください。

支援センターも、クラスジャパンも、できればそういう方向に持ってい

きたい、そのような流れをきちんとつくっていただければ大変喜びます。 

大畑推進監  今１年かけてやろうとしていることは、適応指導教室のふれあい学習

と子ども・若者支援センターが一体的に総合的になっていないというと

ころを、この１年で改修していこうということを、このクラスジャパン

を契機に予定しております。１年かけてそういうところを融合させなが

ら形づくっていきたいと思っております。教育機会確保法では、学校教

育以外での場の充実というのは明確にされておりますので、そういう所

もまた認めるという意味でも、両方にとっていい場所になるように、い

い形の融合を目指していきたいと思いますので、またご指導お願いしま

す。 

村上委員   先ほどからのご意見を聞きながら、教育委員会指導の下でこれが行わ

れるというところではありますけれども、本当に多様な家庭があり、多

様な生活環境の中で子どもたちもいて、舟橋委員が言われたように、選

択肢をきちんと提示してあげながら、それに合ったことが選んでいける、

そういったことの中では、是非子どもの頃から関わりのある福祉部局と

の連携をしっかり行っていただいて、子どもの目線、又は家庭の状況も

大事にしていただけたらというふうに思っております。 

大畑推進監  それに関しては、子ども・若者支援センターと子育てあんしん相談室

という２つの場所あるということが、出来た当初からの一つの課題でも

あります。行政的に言いますと、一体的にするのか、又は一つの館に入

るのかどうか、機能をどう連携するかというところを、今後考えていか

ないといけないというふうに捉えております。 
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       福岡市は、子どもに関する館は、福祉から教育から全て一体化して館

を持っておられますので、そういう意味でいくと益田市も総合的な子ど

もたちの窓口ということも検討しないといけない時代に来たのかなと考

えております。 

柳井教育長  益田市教育委員会としましても、他部局との連携ということを教育行

政の方針の中に述べておりますが、これまで以上に連携して、子どもた

ちのためにより良いものであればというふうに思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

中野委員   少し質問がございまして、不登校児童が子ども・若者支援センターで

お世話になるという場合、最終的には学校のほうに慣れてきて通うよう

な形というのがとれるのか、居心地がいいからずっと若者支援センター

のほうでお世話になるという形なのか、どういう形態になるのかという

のをお聞きしたいと思います。 

先日、ある保護者さんと不登校のことで話をすることがありました。

その実例ですが、子ども・若者支援センターでずっとお世話になって

いて、中学校もなかなか通うことができず、高校のほうは夜間学校の

ほうに通って、これから大学に進まれるというようなケースを聞いて、

なかなか学校復帰まではできなかったけれども、そういう形で自分が

一人立ちして歩もうという気持ちになったというプラスの話を聞きま

した。この子ども・若者支援センターで学んだことが生かされている

んだろうなというのは感じたんですが、知りたかったのは、最終的に

小・中学校を子ども・若者支援センターでずっと過ごすという選択肢

もあれば、学校教育のほうに向かっていただくという形もあるのかと

いうことです。 

舟橋委員   実際にやってきたこととしては、今しているかどうかというのはまた

別にしても、方針的には子どもたちは学校に帰りたいという気持ちは、

帰りたくないと言いながらもあるんです。でも帰れないという、だから

行きたくないという気持ちがいっぱいあります。そこの気持ちをほどく

のにいろんな活動をしながら、そしてより多くの人に出会うという形を

とっています。 

       今現在どの程度やっているか分かりませんが、継続支援員さんという

形とか、いろんな活動を通して地域の人たちとか、そういう形の中で、

いろんな人たちに対し信頼感ができ、信頼をすることによって言葉が発

せられるようになる、自分の考えを言えるようになるのと同時に、支援

センターと連携をとる学校もありましたが、そうでない学校もあります。

いろんな形があるので、その辺りをきちんと連携をとりやすい形、いつ

でも子どもさんの状態が少しいいということであればすぐ学校から来て

もらうとか、そういう対応の仕方を、より開かれた形で、学校教育、社
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会教育だからという考えを撤廃してやっていかないといけないと思いま

す。せっかくのクラスジャパンも意味をなさないと思います。 

そういう形をとっていって子どもが力を付けていけば、自立につな

がると思います。ずっとそこにいなければいけなくなるというわけじ

ゃなくて、いつでも飛び立てる形を私たちはとっていかないといけな

いという思いでやっていたつもりです。現在の状態は課長さんのほう

から説明していただければうれしいです。 

大畑推進監  全部個別ですので、まず不登校の児童生徒が全て子ども・若者支援セ

ンターへ来ているわけではないということ、それから学校の先生方がし

っかり手厚くやっている場合があると思います。 

       先ほど中野委員さんがおっしゃった事例は、志塾というフリースクー

ルに通ったお子さんだろうと思います。ですから、実はいろんな所でい

ろんな力を子どもが付けているということですので、最終的なゴールは

未来を担う子どもたちがしっかり自立した大人になることだろうと思っ

ております。なかなか中学校、小学校のほうで復帰というものができな

くても、高校も通信に通うかもしれないけど、最終的には自分で一人立

ちできるところまでは手助けを、行政だけじゃなく、いろんな方の力が

ある、それをみんなで知り合っているという状況をつくることなんだろ

うなと思っております。基本的には学校につなげてあげたいなと思いま

すが、個別対応だろうというのが現在の実態になっております。 

中野委員   そういったいろんな支援があるということが理解できましたので、ま

た今回を契機に、よりいろんな家庭事情等もあるかと思いますが、対応

がしやすいような環境がつくられていくのかなというふうに感じました。 

柳井教育長  それでは、よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１４号 中世の石見に関する県・市共同研究の継続及び県研究職員の駐在につ

いて 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１４号、中世の石見に関する県・市共同研

究の継続及び県研究職員の駐在についてお願いします。 

木原課長   それでは、文化財課から説明をさせていただきます。 

      この関連につきましては、１月３０日の定例教育委員会で、中世の石見

に関する県・市共同研究の継続という表題で報告をいたしました。この

時には、県において専任の研究員を置いて、益田市に駐在する形で市と

密接に連携をして研究が進められるという方向で話が進んでいるという

ことをご説明いたしました。 

       この時と資料はほとんど一緒ですけれども、このたびは駐在という文

言をあえて載せまして、１月３０日以後の様々な調整を経まして、この
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県の研究職員が益田市役所の庁内に当面３年間駐在をするということに

なりました。部屋は文化財課の２階の１室でございます。そこにこの研

究職員が県職員の身分のままで駐在をして、共同研究に係る県が担当す

べき研究業務をすると、そういう形で益田市と近い位置でできるという

ことになります。 

       お出でになりますのは、目次謙一というお名前の県の教育委員会の文

化財課、古代文化センター所属の専門研究員。日本中世史を専門とする

方です。 

       この方は、平成２６年から平成２８年に行いました県と市と東大によ

ります三者共同研究のほうを担当し、また、その成果発表として平成２

９年度にグラントワで開催しました企画展「石見の戦国武将」のやはり

担当のお一人でもあったという方でございます。 

柳井教育長  県の研究職員の駐在について文化財課より説明がありましたが、これ

につきましてよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１５号 益田市立鎌手中学校の統合同意について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１５号、益田市立鎌手中学校の統合同意に

ついて、事務局よりお願いします。 

山本課長   前回の定例教育委員会におきまして、未確定ということで私のほうか

ら口頭で情報提供だけはさせていただきましたけれども、７２ページに

同意書を付けております。 

       去る３月８日に、この同意書が市長宛てに提出されました。上段のほ

うに書いてありますように、平成３１年３月３１日付けで鎌手中学校を

廃止して、４月１日から東陽中学校へ統合することについて、３項目の

条件を付して承認をするということで、３月８日に同意書の提出がござ

いました。 

       ７１ページのほうをご覧いただきますと、これまでの協議の状況や同

意の経緯等を掲載させていただいております。 

       今後につきましては、これから地区のほうから要望書等が提出されて

くるということでございまして、その要望の協議を行っていきまして、

早い時期に覚書の締結にこぎつけていきたいというふうに考えておりま

す。 

       また、議会のほうでございますけれども、去る３月２３日に３月の定

例市議会の最終日に議会全員協議会におきまして正式にご報告させてい

ただいたというところでございます。 

柳井教育長  ただいまの鎌手中学校の統合同意について説明がありましたが、よろ

しいでしょうか。 
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教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１６号 第５２９回益田市議会定例会一般質問について 

柳井教育長  それでは続きまして、報第１６号、第５２９回益田市議会定例会一般

質問について、事務局よりお願いいたします。 

藤井部長   先ほど教育長からもございました３月議会、先週金曜日で終わりまし

たが、一般質問が３月５、６、７日の３日間行われております。 

       ３月議会は、例年市長からの施政方針があるということで、会派代表

質問、それから個人質問という形で行われます。今回も４会派からのご

質問、それから９人の方の個人質問ということで、１３人の議員さんか

らのご質問がございました。 

       教育委員会では、そのうち５人の方、会派代表が２人、個人が３人と

いうことで質問をいただいて、それぞれお答えをしております。 

       回答については事前にお配りをしております。今回は、前回ご指摘を

いただきましたので体裁を変えました。今まで課ごとに出しておりまし

たが、議員さんごとに、議員さんがこういう質問をされて、それに対す

る回答という形に体裁を変えさせていただいております。 

       まず、久城議員さんは会派代表として、施政方針を受けてのライフキ

ャリア教育について、市長、教育長のそれぞれの考え方のご質問でござ

いました。 

       大久保議員さんは、これも会派代表として、特に教育行政の取組方針

についてということで、ご質問をされております。 

       それから、梅谷議員さんは、これは個人としてですが、交流人口の推

進ということで、グラントワとの連携がどうなっているのかというご質

問でございました。 

       それから、河野議員さんですが、河野議員さんも教育行政の取組方針

についてということで、特に小中一貫教育等についてのご質問でござい

ました。 

       最後に、松原議員さんですが、松原議員さんは１点、教職員の働き方

についてということで、学校現場での教職員の多忙化等をいろいろご心

配されてのご質問であったと思います。 

       内容については、それぞれお送りをさせていただいておりますので、

特に申し上げません。何か特にということがあれば、ご質問いただけれ

ばと思います。 

柳井教育長  それでは、ただいま市議会一般質問について、部長のほうから説明が

ありましたが、これについてお聞きしたいことがあればお願いします。 

舟橋委員   とても分かりやすかったです。状況がすごくよく分かって、やはりテ

レビで見るよりもこうして文字にして、もう一回また見直してみるとか
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いうことができて、とてもこれからの役にも立っていくかなというよう

なことを感じております。 

柳井教育長  それでは、この件についてはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

  

○報第１７号 平成２９年度３月益田市一般会計補正予算について 

柳井教育長  報第１７号、平成２９年度３月益田市一般会計補正予算について、事

務局よりお願いいたします。 

山本課長   それでは、お手元のほうに３月の補正事業別概要書ということで、お

配りしておりますけれども、私のほうからは１、２ページを簡単に説明

させていただきます。 

       まず１ページのほうですが、これは匹見分室のほうで、事業名は斎藤

驍育英基金補助金ということで、補正額にしてマイナスの１３８万円と

いうことでございます。 

       補正の内容につきましては、奨学金の交付対象者が当初の見込みより

少なかったということによる１３８万円の減額の補正ということでござ

います。 

       それから、次の２ページ目をご覧ください。これは教育総務課でござ

いますけれども、学校施設整備基金積立金という事業がございます。こ

れに対する補正額１００万円ということでございます。 

       一般会計で受け入れた貴重な市民からの寄附金がございますけれども、

これを学校施設整備基金へ積み立てることによって、今現在も計画的に

益田市内の小・中学校の施設整備、あるいは維持補修をやってきており

ますけれども、これの一部財源に充てたいということで積み立てるもの

でございます。 

武内課長   学校教育課のほうは特別支援教育対策費の補正をしております。これ

は、海外より転入した児童に対する日本語支援員の配置に対する人件費

分でございます。 

大畑推進管  続きまして、未来の担い手育成事業、これは当初、高校、それからグ

ローカルでタイに派遣したお金５００万円が、市を経由して委託をする

という予定でしたが、直接県のほうから未来の担い手育成推進協議会の

ほうに交付されましたので減額ということになっております。 

       次に、「文化を育むｉｎますだ」についてです。これは、隔年で行っ

ておりましたが、来年度にずらすという申し出がありましたので、減額

処理をしております。 

       次は体育施設で、これは美都運動場廃止ということになりますので、

速やかに民間の力とアイデア等で活用を考えるということですので、売

却価格を確定するために不動産鑑定を行うことに伴った補正でございま
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す。 

柳井教育長  補正予算について説明がありましたが、何かご意見等あればお願いし

ます。よろしいでしょうか。 

中野委員   ３ページ目の特別支援教育対策費ということで、恐らく今後もそうい

ったケースというのが可能性としては考えられるのかなというふうに思

っています。恐らく予算のほうはある程度確立はされているんだと思い

ますが、こういった動きというのは、今後も増える可能性がありますか。 

       今回、吉田小学校の例という形で上がっていますが、その辺りいかが

でしょうか。 

城市参事   この日本語支援員の配置につきましては、その子どもさんの日本語力

の状況等を検証しながら、入ってきたらその都度対応するということで

対応しているところです。 

       それから、日本語力のない子どもには、できるだけ時間を多く、それ

からある程度慣れてきた子どもさんには時数を減らしながら、できるだ

けそのクラスのほうに入ってもらうというような支援をしているという

ことです。 

中野委員   そういった英語教員の方をそこに配置という形の対応になるわけです

ね。 

城市参事   英語教員をつけるわけではございません。あくまで日本語の支援です

ので、日本語サポーター、日本語を習得するためのサポートをしている

という状況です。 

中野委員   ありがとうございました。 

柳井教育長  よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１８号 平成３０年度益田市一般会計予算について 

柳井教育長  報第１８号、平成３０年度益田市一般会計予算について、お願いしま

す。 

山本課長   まず１ページ目でございますけれども、上段のほうに平成３０年度の

一般会計の予算総額が示されております。２４５億４，０００万円とい

うことでございまして、対前年比で伸び率１．６２％というものでござ

います。額にして３億９，２００万円の増額ということになっておりま

す。 

       次に、平成３０年度のところで大きいところが２ページにかけて示さ

れております。 

       まず、１つ目の丸がありますが、投資的経費（普通建設事業）の状況

というのがありますが、これにつきましては対前年度で３６．１１％の

伸び率ということでございまして、額にして５億３，８８８万２，００
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０円の増額となっております。 

       増減の内容につきましては、その下のほうに前年度比較増減というこ

とで示されておりますので、またご覧いただきたいと思います。 

       次の２つ目の丸でございますが、喫緊の課題への対応に優先配分とい

うことで、１５億９，７８２万円計上させております。１９の事業を示

しております。 

       この中で教育費関係でございますけれども、２ページのところで後ろ

のほうから３つ目のところでありますけれども、学校建設事業費でござ

います。これは、桂平小学校の建設を平成３１年度に計画しております。

その事業に伴う現校舎の解体の設計とか解体工事費、また新校舎の実施

設計といったものが入っております。 

       また、併せて中西小学校の建設を平成３２年度に計画しております。

その事業に伴う測量設計とか造成設計とか土地購入費とか、こういった

ものが２つの学校に関する予算ということで、８，９８５万円盛り込ん

でいるところでございます。 

       次に、中学校のほうの学校建設事業費でございますけれども、これは

中西中学校の屋内運動場の改築工事で４億８，２５５万円を予算計上し

ているところでございます。 

       最後の未来の担い手育成事業費１，１１４万円を計上しているという

ところが教育関係でございます。 

       次の３つ目の丸でございます。総合戦略への重点配分ということであ

りまして、これが１１億７，０９５万円を計上しておりますけれども、

白のダイヤで４つ、基本目標ということで上げております。 

       教育費関係といたしましては、基本目標の２、結婚・出産・子育ての

希望をかなえるという目標がありますけれども、この中では学力の育成

や教育環境の整備といった予算が盛り込まれているところでございます。 

       それから、次の基本目標の３、益田に回帰・流入・定着するひとの流

れをつくるという施策の中では、地域を支える魅力を向上させる人材の

育成ということで、私たちのまち発見事業、あるいはキャリア教育の推

進といった予算が盛り込まれているところでございます。 

       次に、３ページをご覧いただきたいと思います。歳入予算ということ

で、大きいところについて示されております。 

       市の自主財源となる市税のほうが上段に書いてありますけれども、市

税は５３億９，８９０万円ということで、対前年度比０．７６％ほど伸

びているというところでございます。額にして４，０５４万円の増とい

うことでございます。 

       次に、地方消費税交付金でございますが、これにつきましては８億５，

０００万円、対前年度比が６．２５％の伸び率で、額では５，０００万
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円増額ということになっております。 

       一方で、次の地方交付税等がございますが、これを８９億５，０００

万円ということで、これは普通交付税等が年々減ってきておりますが、

前年度対比で３．８７％、額にして３億４，０００万円の減額というこ

とでございます。 

       次の市債でございます。いわゆる市の借金ということですが、これに

つきましては１３億７，６２０万円ということで、これも借金も対前年

度と比べると１６．３０％伸びているということで、額にして１億９，

２９０万円の増額ということになっております。 

       下段のほうには参考ということで、代表的な、いわゆる起債の発行の 

状況を示しているところでございます。 

       次に、４ページから５ページでございますけれども、教育費の中でも 

主要事業につきまして掲載をしております。 

       新規事業ということでは５つの事業、それから継続事業としては８つ

の事業、計１３事業を示しているところでございます。 

       新規の事業ということで主だったものでは、ふるさと学校施設環境改

善事業費ということで、これは今までも市民の方、学校、保護者、ある

いは議会のほうからもいろいろとご要望の声がございました。近年に地

球の温暖化ということから、空気調整設備の設置ということが求められ

ておりましたけれども、これについて平成３０年度からまず実施設計に

入って、向こう４年間で、市内の小・中学校の空調設備が未設置の所に

ついて、最短で４年間で完全整備していこうというものが、今回新たな

目玉ということで上がっているところでございます。 

       続いてその次のところでございますけれども、教師用指導書等の購入

経費ということでございます。これは、道徳の教科に対応する経費とい

うことで上げております。 

       次の小学校の建設及び中学校の建設につきましては、先ほど申し上げ

たとおりでございます。 

       それから、つろうて子育て関係の事業等入っております。 

       あとは、わたしたちのまち発見事業、５ページのほうですが、歴史を

活かしたまちづくり魅力発信・調査研究事業費、ひとづくり事業、ある

いは益田の担い手育成事業等の主だった事業費を計上しているところで

ございます。 

       全体的な予算でございますが、６ページのほうに書いております。歳

入総額のほうを見ていただきますと、市税以下ご覧のように書かれてお 

りますが、自主財源は７５億３，３００万円でございます。 

       一方、国から交付される普通交付税、いわゆる依存財源は、１７０億

６００万円ということでございまして、自主財源の比率といたしまして



 24 

は、右のほうに構成比率を上げておりますが、約３割、３０．７１％、

一方、国などに頼っている依存財源が６９．２９％ということで、７割

ということを示しているところでございます。 

       次に、７ページをご覧ください。歳出の目的別を示しておりますが、

先ほども言いましたように総額は２４５億４，０００万円ということで

ございまして、うち１０の教育費を見ていただきますと、２１億５，５

００万円ということで、右側の構成比で見ますと全体の８．７８％を教

育費が占めているというところでございます。 

       款別で見ますと、４番目に多い予算の交付額を獲得しているというこ

とでございます。 

       この教育費につきましては、対前年度比較にいたしましても２５．６

７％ということで、大幅な伸び率ということになっております。 

       次に、８ページでございます。歳出の性質別ということで示しており

が、上段のほうは義務的経費で、これの構成比を見ていただきますと５

５．８４％ということでございます。義務的ですので、人件費、あるい

は扶助費、公債費というものになりますが、予算においては絶対的に必

要なものということで、削減あるいは縮減が困難な経費がこの義務的経

費でございます。これは５５．８４％を占めているというような状況で

ございます。 

       その下のその他の経費がございますけれども、これが３５．８９％と

いうことになっておりますが、益田市の場合、たくさんの公共施設を抱

えているということで、その運営経費などがこれに当たってきます。 

       中ほどの投資的経費がございますが、これがわずか、構成比で見ます

と８．２７％ということでございます。これが市長等の特に政策的な経

費がこの中に入ってきますが、ここの経費をいかに確保していくかとい

ったことが非常に重要になってきているわけです。そういった意味では

その他の経費をいかに抑制していくかといったことが大きな課題になっ

ているというところでございます。 

       ９ページをご覧いただきたいと思います。上段のほうに基金の年度末

残高を示しておりますが、その中の財政調整基金を見ていただきたいと

思います。この基金の目的は不測の収入の減少などがあった場合に、そ

の支出に充てるお金として取り崩して使うと、調整していくという基金

でございます。この基金が平成２８年度末現在高を見ていただきますと

１０億５，０００万円でございましたが、平成２９年度末では７億７，

０００万円、平成３０年度においては３億３，０００万円ということで、

大幅に減ってくるというような非常に厳しい状況が見込まれております。

求められる需要は非常に行政サイドで多くありますが、そうはいっても

なかなか身の丈に合った財政運営をしていかないと厳しくなるというよ
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うな状況が見て伺えると思います。 

       次の中ほどの表は市債、いわゆる借金でございます。先ほど言いまし

たように、様々な需要に応えていくために借金をしてでも対応していか

ないといけないものもありますが、平成３０年度末の現在高を見ますと、

この借金の額が３９３億４，６００万円という大変大きな額になってお

ります。借りたら毎年返していくということでございますので、歳出の

ほうの公債費という款の中で予算を組み立てて返済しているというよう

な状況でございます。 

最後のところでございますが、財政力指数を示しております。経常

収支比率を見ていただきますと、この比率は高ければ高いほど、様々

な事業に対する財源が少ないということですので、厳しくなってくる

というような状況でございます。 

       最後に１０ページのほうでございますが、過去５年間の益田市の一般

会計の予算規模、それから市債の基金の繰り入れの状況、こういったも

のを参考として付けておりますので、お持ち帰りになって見ていただい

たらというふうに思っております。 

柳井教育長  一般会計予算について説明がありましたが、これにつきましてご質問

等ありましたらお願いします。 

中野委員   教育費につきまして、前々回ですか、私も少し心配をしていまして、

当初減額になるかもしれないということのご説明をいただきましたが、

こうやって大幅増になって、益田市が教育に対する力の入れようという

ことを感じたところでございます。 

  また、新規の事業等も含めてお示しをされていますので、今後学校

のほうも空調施設等を含めて、環境の充実化を図るということを耳に

していますので、より教育のほうが充実するように、私たちも一緒に

なって取り組まないといけないかなということを、予算とともに感じ

たところでございます。 

舟橋委員   桂平小が解体されるということで、桂平小の校長先生とちょっとお話

しすることがありまして、実は困っていることがあるということでした。

子どもたちは１年中学校に行かないといけないということで、その移動

作業ももちろんですが、その前に中学校そのものが小学生に対応してい

ない、具体的には、黒板の位置が違うから、踏み台を付けるとか黒板の

位置を下げる必要があると思います。学校全てが中学生向きに出来てい

るので、小学生が生活できるようにきちんと対応していただければ本当

にうれしいと思います。 

       少人数の教職員の中で、そのような改修する箇所を見つけたり、それ

を直していったりということは難しいので、市のほうにお願いをしない

といけないわけですけれども、そういうことも自分たちの手でやってい
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かないといけないという、私たちの目に見えないところも心配をしてお

られました。 

       その時に教育委員も何かお手伝いできることがあったらというふうな

ことを話しましたが、箱は準備しておいて、後は移動作業だけというこ

とになれば、本当に幸せだろうなと思っております。 

山本課長   確かに舟橋委員がおっしゃったとおり、学校は非常に心配されている

ということでございます。 

       学校とか地域への情報提供というのは、昨年１１月の時に予算要求し

て、暫時予算査定をして、最終的に市長査定が１月末ぐらいに終わって、

記者発表という段階を踏まないと、その情報というのは学校や地域にお

伝えできないということでした。 

       実は校長先生から、教育長さんにも我々にもいろいろ心配の声を聞い

ておりまして、実は昨日小学校に行って、先生とこれまでの経緯など、

それから改築するのにどんな工事になるのかということと、あとスケジ

ュールなどを説明させていただきました。先生方が思っておられる不安

の部分、特に中学校に一時しのぎで１年半ぐらいはいないといけません

ので、その引っ越しのこととか、今おっしゃった中学生と小学生では違

いますので、高さをどうするのかとか、そういったことを具体にお話を

させていただきました。その辺は営繕の職員が９名おりますので、全て

調整をしながらやっていきましょうという話をさせていただきました。 

       また、今晩は保護者の方を集めて、同じようにご説明をさせていただ

いて、非常に短期間ではあるんですが、次の将来に向けての一歩ですの

で、学校も地域も保護者も市の教育委員会も一緒になって、できるだけ

より良い教育環境を子どもたちのためにつくっていきましょうという話

をしようかなというふうに思っております。 

舟橋委員   ありがとうございます。何か本当に思いの込もった対応をしてくださ

っているなということを感じました。 

村上委員   私のほうも、お話を聞いて、丁寧な対応をしていただいていて安心を

いたしました。 

       予算のほうもに十分に確保していただくのにかなりの努力をなさった

のだろうということも思いながら見せていただいた中で、４ページの１

点なんですが、新規事業のところで部活動地域活動指導者等活用支援事

業費というのが新規で上がっておりまして、主に中学校の部活動という

ことでしたが、既にこの予算を上げるに当たって対象になっている中学

校でありますとか、予定しておられる部活があれば教えていただきたい

なと思いました。 

城市参事   この事業は、昨年度までは完全に県の事業で行われていたものでして、

既に中学校では、大体５、６校、合計で７、８名の指導者に入っていた
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だいているものです。今後、県の事業が３分の１負担というふうに変わ

ります。学校現場としては突然なくなるというのは非常に困りますので、

市のほうで負担をしながら継続してやっていきたいというものです。 

柳井教育長  学校は分かりますか。 

城市参事   正確には覚えていませんが、大きな中学校もありますし小さな小学校

もあります。益田中学校とか高津中学校とか匹見中学校、真砂中学校な

んかもあります。 

村上委員   ありがとうございました。 

柳井教育長  よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第１９号 益田市指定文化財の名称等変更について 

柳井教育長  それでは、報第１９号、益田市指定文化財の名称変更について、お願

いします。 

佐伯主任主事  それでは、文化財課から報告をさせていただきます。 

       追加議題ということで、お手元に２ページつづりの別紙でお配りをし

ている資料をご覧ください。 

       現在、市の指定文化財９８件ございますが、そのうち５件につきまし

ては、石で出来たお墓を文化財として市の指定になっております。しか

し、現在、新旧対照表の旧のほうの名称を見ていただきますと、この益

田を治めておりました戦国武将であります益田氏ですとか雪舟、そうい

った人物名がこの名称に使われている事例がかなり散見をされておりま

す。 

       ただ一方、近年の考古学的な調査研究が進んだことによりまして、実

はこの名前が冠されておりますその名前と、指定になっております対象

文化財、これらの年代が合わないということが近年指摘をされるように

なっております。大学の有識者等から指摘をされるようになっていると

いうことを踏まえまして、この間、そういった調整を行ってきたところ

です。これら指定文化財の名称変更につきましては、益田市の文化財保

護条例の中に明確な条文はございません。しかし、市の指定文化財の名

称変更ということはかなり重要事項ということになりますので、益田市

の附属機関の扱いになっております益田市文化財保護審議会におきまし

て、これら経過とその修正案につきまして、２回にわたりまして調査、

そして審議を行ってきました。 

       直近の平成３０年３月２２日に行われました益田市文化財保護審議会

におきまして、最終の訂正案、表の新というふうな名称で修正をするの

が適当であるという議決を得ております。つきましては、これについて

指定文化財の名称をこのように変更するということで、今回報告をさせ
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ていただきました。 

柳井教育長  今名称等変更について説明がありましたが、よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

第４ その他 

(1) 協議 

○平成３０年度（平成２９年度事業分）益田市教育委員会点検・評価に係る自己評価

について／平成３１年度（平成３０年度事業分）益田市教育委員会点検・評価項目

等の設定について 

柳井教育長  それでは、次のページのその他、協議、情報提供に進めさせていただ

きます。 

       協議のほうで、平成３０年度（平成２９年度事業分）益田市教育委員

会点検・評価に係る自己評価について、並びに平成３１年度（平成３０

年度事業分）益田市教育委員会点検・評価項目等の設定について、事務

局よりお願いします。 

山本課長   まず、最初の平成３０年度（平成２９年度）の事業でございますが、

今月いっぱいで終わるということで、今それぞれの各課におきまして中

身を精査しているというような状況でございます。したがいまして、今

日本日の資料には付けておりません。 

       今後のスケジュールということで口頭でご報告させていただきます。 

       ４月の段階のところで平成２９年度の事業を各課それぞれ評価を上げ

ていただいて、５月の定例教育委員会のところで事務局案というものを

お示しをさせていただいて、教育委員会としての自己評価を固めていき

たいというふうに思っております。 

       あと６月、７月で外部評価委員を集めての外部評価委員会を開催して、

意見等をいただいくことになります。 

      最終的には９月の定例市議会で報告をしていくという流れになります。

したがいまして、今資料を付けておりませんが、５月の定例教育委員 

会におきましては案をお示しして、教育委員会としての自己評価とし

て固めていくということで考えております。 

       ２点目の平成３１年度（平成３０年度分）の事業分でございますが、

平成３０年度を迎えるにあたって、目標設定が必要になるというところ

でございます。 

       今お手元のほうにお配りしておりますが、これは各課から提出してい

ただいた目標等を取りまとめたものでございます。 

       まだ、事務局内部でも最終的に固めたものではございません。来月の

定例教育委員会におきまして、事務局案としての固めたものをお示しし

たいというふうに思っております。 
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       委員さんにもお持ち帰りいただいて、中身等をじっくり見ていただい

て、何かお気づきの点がございましたら、来月の定例教育委員会までの

ところで私のほうにご一報いただいたら、修正等をしていきたいという

ふうに思っております。 

柳井教育長  それでは、今事務局から説明がありましたように、次回の教育委員会

まで読んでいただいて、またより良い意見をいただければというふうに

思っておりますので、よろしくお願いします。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

(2) 情報提供 

○平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

柳井教育長  それでは次、２番目の情報提供に移らせていただきます。 

       平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について、お

願いします。 

城市参事   それでは、事前にお配りしております資料でございますが、先般あり

ました３月１２日の総務文教委員会に提出しました資料ですが、ご覧く

ださい。 

       この調査結果がこちらに入ってきたのが２月の末でございます。です

ので、前回の定例教育委員会にどうしても報告が間に合いませんでした

ので、先に議会のほうに報告ということになりましたことをおわび申し

上げます。 

       この資料を見ていただきますと、昔でいうスポーツテストを活用した

ものではありますが、小学校５年生並びに中学校２年生の全国悉皆で行

われています。 

       ２ページ目の資料をご覧ください。ここに実技調査の結果が出ていま

す。通していきますと、握力とか上体起こし、筋力並びに柔軟性といっ

たところに益田の子は弱みが見えます。ただ逆に、持久走に当たる２０

ｍシャトルランといったものでは大変強みがありますし、５０ｍ走につ

いても全国で良い値になっております。 

       経年的なところも調べてみたんですけれども、全国的に５０ｍ走はだ

んだん遅くなるという傾向がありますが、益田の子は逆に速くなってい

るという傾向がありまして、非常に子どもたちはよく体力、実技に力を

付けているなというのがあります。 

       ただ、初めに言いましたが、握力、上体起こし、それから柔軟性のと

ころ、筋力のところに課題はあります。 

       ただ、３ページのほうをご覧いただきたいと思うんですが、児童・生

徒質問紙というのがありまして、体格あるいは肥満度、痩身度といった

ものが上げられているんですが、概して見ますと、身長がどの学年、男
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女ともに全国よりも小さいです。中学校の２年生の男子でしたか、全国

平均よりも２ｃｍ以上小さいといったことがありまして、体格的に全国

よりも小さいです。けれども、先ほど言いましたように実技のほうでは

大変良い強みを持っているということで、本当に子どもたち、いろんな

ところで頑張っているんだなというのがよく見てとれました。 

       それから、４ページから９ページにかけては、全国において体力の総

合評価と大変相関が強かったという質問について、益田の子の状況をま

とめてみました。 

       全国でも似たような状況が見られてはいるんですが、テレビ、ＤＶＤ、

ゲーム、スマートフォン、パソコン等のメディアとの接触、これは、全

国でもはっきり相関が見えていますが、これについて、益田市の子ども

は課題が見られるということが見えました。 

       実は、小学校５年生、中学校２年生とも、女子においてメディアとの

接触時間が多いんだなということが分かってきました。 

       これまでもいろんな学力記録の質問紙で見てきましたが、男女別で集

計ができたのは初めてですので、男女で違うということがはっきり分か

りました。男子はメディアよりも体を動かすことのほうが多いというよ

うなことも見えます。 

       それから、１０ページ、１１ページでは、学校質問紙調査の結果を抜

粋で上げております。 

       概して、各小・中学校とも、子どもたちの体力向上の取組というとこ

ろを年間通じてよくやっているということは、全国に比較して見てとれ

ました。 

       ただ、小学校においては、こういった体力調査の結果も、ＰＤＣＡサ

イクルも活用してしっかり分析しながら学校運営に当たっているのがよ

く見てとれるんですが、中学校ではそういった活用がほとんどされてな

いということも実態として見えてきました。こういったことは、今後学

校に対して我々のほうからしっかり促進をしていきたいというふうに思

っております。 

柳井教育長  今事務局より説明がありましたが、この件についてよろしいでしょう

か。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○平成２９年度未来を担うひとづくりに係る取組の実績について 

柳井教育長  それでは続きまして、平成２９年度未来を担うひとづくりに係る取組

の実績について、お願いします。 

大畑推進監  主に学校では、夢の教室につきまして全ての小学校で５年生に対して

実施してきました。 
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       それから、中学校の新職場体験です。これは１２校中１０校が新しい

体制でやりました。関係した事業所が全部で８５社、職場体験をすると

いうことで事前に研修会に来られた事業所が３５社、残り５０社のほう

はこちらから出向いて説明をさせていただいたということで、非常に前

向きに事業者の方たちが参加していただいたというのが今年の実績でご

ざいます。 

       それから、カタリ場につきましては、小学校１５校中１０校、中学校

が１２校中１１校、高校が４校中１校、それから特別支援学校１校とい

う形でかなり１年がかりで広がりが見えたということになっております。 

       それから、吉田小学校と益田中学校の小・中合同のカタリ場という形

態も調整されました。 

       非常に広がりが見えてきたなというところで、来年度は全ての学校で

全ての授業を展開できるようにと思っています。 

柳井教育長  それでは、ただいまの未来を担うひとづくりについて、よろしいでし

ょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○平成３０年４月学校給食献立について 

柳井教育長  それでは続きまして、平成３０年４月学校給食献立について、お願い

します。 

山本課長   ４月の献立を見ていただきたいと思います。 

       ４月の献立のテーマということで、左下の欄に四角で囲っております

が、今月の給食のテーマということで、「給食について知り、マナーを

守って楽しく食べよう」というものです。 

       その下に食事のマナーということで示しております。給食当番の身支

度チェック、食事の挨拶、コールによって食べましょうと、食事のとき

は背筋をピンとということで、４つのマナーをイラストで示していると

ころでございます。 

       また、その右隣には、４月の主な献立ということで、入学お祝い献立

を保・小・中と連携献立ということで、２０日の金曜日の日に提供をい

たします。内容は、子どもたちから一番人気のポークカレーとフライビ

ーンズと春色サラダ、そしてイチゴゼリーを加えております。 

       それから、今月の保・小・中連携献立は２日間ございます。２４日の

火曜日の日を見ていただきますと、益田の食育の日に併せて提供すると

いうことでございます。内容は、サバの塩焼き、豚汁、納豆あえという

ことになっています。 

       最後に、上段には学校給食の紹介ということで上げておりますけれど

も、①に食器の名前と盛りつける量、そして②にカレーの日の献立とい
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うことで紹介をしているところでございます。 

       裏面のほうを見ていただきたいと思います。ここでは毎月栄養士さん

が学校給食についての取組を紹介させていただいています。今回は、上

に４つ書いてありますが、１つは給食で使う食器はオーダー品であると

いこと、それから２つ目として、安全・安心な給食づくりの取組、それ

から３つ目として地産地消への取組、それから４番目として益田市保育

研究会との連携ということで、４つをご紹介しています。 

       中ほどから下は、２月１６日から３月１５日までに使用した食材の品

名、それから産地を示しております。右側には給食メニューの紹介とい

うことで、春色サラダの作り方を示しているところでございます。 

柳井教育長  ただいま給食の献立について説明がありましたが、この件について何

かありましたらお願いします。 

中野委員   また来年度に向けて、おいしい給食が届くことを期待しているところ

です。 

       少し質問をしたいところがございまして、こうして保・小・中連携献

立、益田の食育の日というのを設けていらっしゃいますが、その中に地

元産という親しみがどの程度入っているのかなと。例えばサバの塩焼き

というのが、実際には益田産ではなかったりということがあり得るかと

思うので、食育ということを考えて、少し検討していただきながら、地

元の食材に興味、関心が高まる働きかけもしていかれるといいかなと思

います。 

柳井教育長  よろしいですか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○平成３０年４月１日付人事異動について 

柳井教育長  それでは、続きまして平成３０年４月１日付人事異動につきましてお

願いします。 

斎藤補佐   お手元に平成３０年４月１日付人事異動内示（教育委員会関係）とい

う資料がありますのでご覧ください。 

       平成３０年３月３１日付けで人権センター田中館長、匹見分室藤井課

長、教育総務課宮藤補佐が退職になります。また４月１日付けで美都分

室の吉野分室長が市民課へ異動となりました。 

       詳細については資料をご確認ください。 

柳井教育長  それではよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

(3) その他 

柳井教育長  それでは、その他ですが何かありますでしょうか。 
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木原課長   文化財課の方から、１件口頭で報告させていただきます。 

       昨年、１１月２７日の定例教育委員会で旧美濃地家住宅の主屋及び米 

    蔵について、国の審議会におきまして登録有形文化財の登録が答申され 

    ましたと報告しましたが、これについて、３月２７日の官報で告示をさ

れ正式に決定しましたので報告をさせていただきます。これをもって、

国登録の建造物は１０件となりました。 

柳井教育庁  よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

柳井教育長  それでは、次回の日程を決めたいと思います。次回は４月２７日の１

３時３０分から定例教育委員会を開催いたします。よろしくお願いいた

します。それでは以上で定例教育委員会を終了いたします。ありがとう

ございました。 

 

       ＝終了時間 １１時５５分＝ 

 


